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(57)【要約】
　本発明は、ワックス分散剤を製造することについての方法である。当該方法は、溶媒及
び分散剤の溶液を形成すること、分散剤が部分的に又は十分に水素化されたスチレン・ブ
タジエンの重合体であること、それにおいてスチレン対ブタジエンの比が、２０から９０
までであること、を含む。ワックスは、スラリーを形成するために溶液へ加えられたもの
である。ワックスの粒子サイズは、スラリーの微粉砕を通じて低減されたものである。ワ
ックス分散剤は、トナー粒子の製造に適合させられたものであることができる。



(2) JP 2009-541528 A 2009.11.26

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワックス分散剤を製造する方法であって、
　溶媒及び部分的に又は十分に水素化されたスチレン・ブタジエンの重合体を含む分散剤
の溶液を形成すること、それにおいて該重合体のスチレンのモル分率が２０から９０まで
であること；
　スラリーを形成するために該溶液へワックスを加えること；並びに
　該スラリーの微粉砕を通じて該ワックスの粒子のサイズを低減すること
：を含む、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、
　前記ワックスは、ポリオレフィンワックス、カルボニル基を含有するワックス、ポリア
ルカン酸エステルワックス、ポリアルカノールエステルワックス、ポリアルカン酸アミド
ワックス、及びフッ素化されたワックスからなる群より選択される、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、
　水素化されるブタジエンのモル分率は、２から１００パーセントまでである、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法において、
　前記ワックスは、微粉砕の後で１ミクロン未満の平均の粒子のサイズを有する、方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法において、
　前記溶媒は、クロロメタン、ジクロロメタン、エチル＝アセタート、プロピル＝アセタ
ート、塩化ビニル、メチル＝エチル＝ケトン（ＭＥＫ）、トリクロロメタン、四塩化炭素
、塩化エチレン、トリクロロエタン、トルエン、キシレン、シクロヘキサノン、及び２－
ニトロプロパンからなる群より選択される、方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法において、
　前記微粉砕は、媒体のミリングによって実行される、方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法において、
　前記ワックスは、４０から１６０℃までの融点を有する、方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法において、
　前記ワックスは、５－１０００ｃｐｓの溶融粘度を有する、方法。
【請求項９】
　請求項１に記載の方法において、
　前記スラリーにおける前記ワックスの粒子は、０．１から５０重量パーセントまでであ
る、方法。
【請求項１０】
　トナーを製造する方法であって、
　溶媒にトナーバインダーを溶解させること；
　該溶媒へ請求項１に記載の方法によって形成されたワックス分散剤を加えること、該ワ
ックス分散剤が、
　　溶媒及び部分的に又は十分に水素化されたスチレン・ブタジエンの重合体を含む分散
剤の溶液を形成すること、それにおいて、スチレン対ブタジエンの比が２０から９０まで
であること；
　　スラリーを形成するために該溶液へワックスを加えること；並びに
　　該スラリーの微粉砕を通じて該ワックスの粒子のサイズを低減すること
によって形成されること； 



(3) JP 2009-541528 A 2009.11.26

10

20

30

40

50

　エマルジョンを形成するために安定化剤を含有する水性の溶液で結果として生じる溶媒
の相を乳化させること；
　トナー粒子を形成するために該エマルジョンから該溶媒を取り除くこと；
　該トナー粒子を洗浄すること；並びに
　該トナー粒子を乾燥させること
：を含む、方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法において、
　前記ワックスは、ポリオレフィンワックス、カルボニル基を含有するワックス、ポリア
ルカン酸エステルワックス、ポリアルカノールエステルワックス、ポリアルカン酸アミド
ワックス、及びフッ素化されたワックスからなる群より選択される、方法。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の方法において、
　水素化されるブタジエンのモル分率は、２から１００パーセントまでである、方法。
【請求項１３】
　請求項１０に記載の方法において、
　前記ワックスは、微粉砕の後で１ミクロン未満の平均の粒子のサイズを有する、方法。
【請求項１４】
　請求項１０に記載の方法において、
　前記溶媒は、クロロメタン、ジクロロメタン、エチル＝アセタート、プロピル＝アセタ
ート、塩化ビニル、メチル＝エチル＝ケトン（ＭＥＫ）、トリクロロメタン、四塩化炭素
、塩化エチレン、トリクロロエタン、トルエン、キシレン、シクロヘキサノン、及び２－
ニトロプロパンからなる群より選択される、方法。
【請求項１５】
　請求項１０に記載の方法において、
　前記微粉砕は、媒体のミリングによって実行される、方法。
【請求項１６】
　請求項１０に記載の方法において、
　前記トナー粒子における前記ワックスの量は、前記トナー粒子の重量に基づいた重量で
１から４０パーセントまでである、方法。
【請求項１７】
　トナーを製造することの方法であって、
　バインダー組成物を提供すること；
　混合物を形成するために該トナーバインダーへ請求項１に記載の方法によって形成され
たワックス分散剤を加えること；
　該混合物を混練すること；及び
　トナーを形成するために該混合物を粉砕すること
：を含む、方法。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の方法において、
　混合物は、さらに、電荷制御剤及び着色剤を含む、方法。
【請求項１９】
　請求項１７に記載の方法において、
　前記流動化の助剤は、前記混合物へ加えられる、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（発明の分野）
　本発明は、ワックス、より詳しくは、トナーの性能を改善するために電子写真のトナー
にワックスを組み込むためのやり方に関係する。
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【背景技術】
【０００２】
　（発明の背景）
　ワックスは、シリコーンオイルを使用することの必要性無しに、定着器のローラーの表
面からの解放を援助するために電子写真のトナーへと組み込まれる。これらの材料のドメ
インのサイズは、粉末の流動、摩擦帯電、解放、及び光沢化を含む、トナーの多数の性質
に影響を及ぼす。ドメインサイズは、分散物を形成するためにワックスのミリングの別個
のステップによって有効に制御されることができる。この目的については、ワックスがト
ナーへ加えられた後で取り除かれることができる揮発性の有機の溶媒においてワックスを
ミルすることは、有益なことである。ワックスのドメインのサイズが、援助無しのミリン
グにおいて低減されることができる一方で、ワックス粒子用のコロイド状の安定化剤とし
て作用することができるミリングの援助を有することは、普通は望ましいことである。安
定化剤は、ワックス粒子の凝塊形成を予防するが、それによってミリングの効率を増加さ
せるものであると共に、また、分散物（dispersion）の粘度を低減するが、それによって
より高いワックスの収率及びその結果としてのより低いミリングのコストを可能にするも
のである。
【０００３】
　数個の特許（米国特許第５，７５６，２４４号明細書）は、配合するステップでトナー
へとワックスを組み込む方法を開示するが、そこでは、トナーの全ての処方成分及びワッ
クスが、押し出し機、二本ロールミル、混練機などというような設備へ加えられる。加工
する条件の融解させられた状態において、ワックス及びトナーバインダーの粘度は、典型
的には、非常に異なるものである。このような別種の粘度の下で、ワックスの小さい粒子
を達成することは、可能なことではない。押し出しされた基材におけるワックスのドメイ
ンのサイズは、最終的な望まれたトナーサイズに等しい又はそれと比べてより小さいもの
であることがある。結果として、押し出しされた基材が、微粉状にされるとき、結果とし
て生じる粒子は、高い含有率の表面ワックスで、遊離のワックス粒子又は粒子におけるワ
ックスの不均質な分布を含有することがある。表面ワックス及び遊離のワックスは、機械
におけるトナーの性能に不利に影響を及ぼすことができる。
【０００４】
　化学的な製造工程によって作られたトナーへと分散物としてのワックスの微細な粒子を
組み込むことが、ほとんどない遊離のワックス及び乏しい表面ワックスを有するトナーに
帰着することは、見出されてきたことである。化学的な方法によってトナーを作る異なる
方法がある。米国特許出願第２００４／０１６１６８７Ａ１号明細書において、売り主か
ら得られたワックス粒子は、サイズにおいて小さいものであると共にトナー材料の残りを
含有する溶媒の相へ加えられる。この有機の相は、分散物に援助するために水に溶解性の
界面活性剤及び粘度調節剤を含有する水性の相に分散させられる。しかしながら、望まれ
た小さいサイズにおいて製造可能なものであるワックスの選抜は、限定される。
【０００５】
　ワックスのドメインのサイズを制御する別の方法は、溶媒の媒体内でワックスをミルす
ることである。米国特許第６，６８２，８６６号明細書；米国特許第６，８００，４１２
号明細書；及び米国特許第６，８２４，９４５号明細書；並びに米国特許出願第２００４
／０１１５５５１号明細書は、ポリエステルのバインダー、顔料、電荷制御剤、及びワッ
クスを組み合わせること、並びに、ジルコニアビードの存在下でそれをミルすることを開
示する。そして、有機の相は、分散剤としてのヒドロキシルアパタイト及びドデシルベン
ゼンスルホン酸ナトリウムを含有する水性の相において、制御された剪断で、分散させら
れる。そして、溶媒は、蒸発によって取り除かれる。この方法が、ワックスの小さいドメ
インのサイズを作り出すことに有用なものである一方、ドメインのサイズを低減するため
に全体のトナー／ワックス／溶媒の混合物を加工することは、コストに有効なことではな
い。第二に、ポリエステルのバインダーは、ワックス、特に高い程度の綿状凝集及びミリ
ングにおける困難性に帰着するポリオレフィンワックス及びポリエステルワックス、へ良
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好に吸着するものではない。
【０００６】
　化学的なトナー工程を介してワックスを組み込むことの他の方法は、エマルジョン凝集
技術によるものである。これらの場合には、ワックス、ラテックス、顔料、及び電荷制御
剤の水性の分散物は、反応器において混合させられると共にトナーの大きさに作られた粒
子を形成するために凝集させられる。ワックスの水性の分散物は、数個の方法によって調
製されることができる。米国特許第６，８４９，３７１号明細書及び米国特許第６，２１
０，８５３号明細書は、またトナーバインダーである、分散剤としてスルホン化されたポ
リエステルを使用すること、ワックスの融点より上まで水性の分散物の温度を上昇させる
こと、高い圧力の反応器を使用すること、及び、そしてワックスを乳化することによって
ワックス分散物の調製を開示する。米国特許第６，８０８，８５１号明細書は、安定化剤
としての陰イオン性の界面活性剤を備えた類似の調製の方法を開示する。米国特許出願公
開第２００４／００４４１０８Ａ１号明細書は、ワックス分散物を調製することの詳細を
記載する。ワックスの水性の分散物が、溶媒に基礎が置かれた分散物と比べて環境的によ
り穏和なものである一方で、高い圧力の均質化を実行することのコストは、相対的に高い
ものである。さらには、トナーの構成成分を溶解させると共に分散させるために溶媒を使
用することによるものと比べて、エマルジョン凝集工程を実行すると共にワックスを組み
込むことは、実質的により困難なことである。
【０００７】
　溶媒におけるワックスの分散物が、ある一定の化学的な工程によって調製されたトナー
へと組み込むために、調製されることは、要求されたことである。分散物は、ミリングの
媒体を使用することでサブミクロンの粒子へとワックス粒子を破壊することによって調製
される。これらの分散物を調製することのコストは、最終的な粒子のサイズに到達するた
めに要求された時間に比例するものである。従って、コストを低減することのために、こ
れらの分散物における高い固体の使用量を有することは、有益なことである。分散剤の選
抜は、ミリングの率を決定する。典型的には、速いミリングを可能とする分散剤は、良好
な安定化剤である。すなわち、それらは、ワックスの粒子へ強く吸着すると共に、粒子の
綿状凝集に対する良好な障壁を提供する。綿状凝集させられた分散物が、ミルされること
ができる一方で、それらは、典型的には、粘度においてより高いものであると共に工程に
おいて取り扱うことが難しいものである。その結果として、綿状凝集させられた分散物に
おける粒子の濃度は、高いものであることができない。望まれた安定化剤は、小さい粒子
のサイズ及び低い粘度を備えた速くミルされた分散物を生産することができるものである
べきである。
【特許文献１】米国特許第５，７５６，２４４号明細書
【特許文献２】米国特許出願第２００４／０１６１６８７Ａ１号明細書
【特許文献３】米国特許第６，６８２，８６６号明細書
【特許文献４】米国特許第６，８００，４１２号明細書
【特許文献５】米国特許第６，８２４，９４５号明細書
【特許文献６】米国特許出願第２００４／０１１５５５１号明細書
【特許文献７】米国特許第６，８４９，３７１号明細書
【特許文献８】米国特許第６，２１０，８５３号明細書
【特許文献９】米国特許第６，８０８，８５１号明細書
【特許文献１０】米国特許出願公開第２００４／００４４１０８Ａ１号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、０．５秒－１と比べてより少ない剪断速度における低い粘度を備えた
溶媒におけるワックス分散物を提供することであると共に、そこでは分散物におけるワッ
クスの百分率は、高いものである。
【０００９】
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　本発明の別の目的は、ワックス分散物を生産することであるが、そこでは粒子のサイズ
が、１μｍと比べてより少ないものである。
【００１０】
　本発明のさらに別の目的は、ワックス分散物を生産することであるが、そこではミリン
グの時間が、相対的に短いものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　当該発明のこの及び他の目的は、スチレン及びブタジエンの共重合体が含まれた分散剤
を使用することによって成し遂げられることができるが、そこではブタジエンは、部分的
に又は完全に水素化される。
【００１２】
　（発明の概要）
　本発明は、ワックス分散物を製造する方法である。当該方法は、溶媒及び分散剤の溶液
を形成すること、分散剤が部分的に又は十分に水素化されたスチレン・ブタジエンの重合
体であること、それにおいて重合体のスチレンのモル分率が２０から９０までであること
を含む。ワックスは、スラリーを形成するために溶液へ加えられる。ワックスの粒子のサ
イズは、スラリーの微粉砕を通じて低減される。ワックス分散物は、トナー粒子の製造に
使用されることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　（発明の詳細な説明）
　当該の発明のワックス分散物は、好ましくは、極性の溶媒で作られるが、そこでは分散
剤は、溶媒に完全に又は部分的に可溶性のものである。分散剤は、スチレン及びブタジエ
ンの共重合体であるが、そこではスチレンのモル比は、２０％から９０％まで変動する。
溶媒の選抜は、溶解度の考慮のために、現実のスチレンのモル分率を部分的に指定するこ
とになる。エチル＝アセタート、プロピル＝アセタート、及びジクロロメタンの好適な溶
媒における好適なモル分率は、５０及び７５％の間にある。重合体の分子量は、４Ｋダル
トンから５００Ｋダルトンまでであることができる。分子量が、過剰に低いものであると
すれば、重合体は、綿状凝集を予防するためのワックス粒子に対する適度な安定性を提供
するものではないことがある。分子量が、過剰に高いものであるとすれば、それは、分散
物の粘度を増加させることになると共に、また“架橋現象（bridging）”を介して綿状凝
集を引き起こすことがある。さらには、分散剤のブタジエン部分が、部分的に又は全体と
して水素化されることは、望まれたことである。水素化されるブタジエンのモル分率は、
２から１００％まで、及び好ましくは３０から１００％まで、である。
【００１４】
　ワックスは、単一の溶媒又は溶媒の混合物において分散させられることができる。この
発明の好適な実施形態においては、ワックス分散物は、米国特許第４，８３３，０６０号
明細書に記載されたもののような溶媒の援助で調製された電子写真のトナーの調製におい
て使用される。現行の発明のワックス分散物の調製に使用された溶媒が、トナーを調製す
るために使用されるものと同じものであることは、高度に好適なことである。米国特許第
４，８３３，０６０号明細書の通りのトナーの調製に有用なものである溶媒は、例えば、
クロロメタン、ジクロロメタン、エチル＝アセタート、プロピル＝アセタート、塩化ビニ
ル、メチル＝エチル＝ケトン（methyl ethyl ketone）（ＭＥＫ）、トリクロロメタン、
四塩化炭素、塩化エチレン、トリクロロエタン、トルエン、キシレン、シクロヘキサノン
、２－ニトロプロパン、及び同様のものである。いくつかの事例において、上の溶媒の二
つの又はより多くのものの混合物を使用することは、より望ましいことであることがある
。現行の発明の分散剤は、第一に、選抜の溶媒に溶解させられた／分散させられたもの又
はミルされるワックスと同時に加えられたもののいずれかであることができる。
【００１５】
　いずれのワックスも、本発明の目的のために使用されることがある。このようなワック
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スの例は、ポリエチレンワックス及びポリプロピレンワックスというようなポリオレフィ
ンを含む。パラフィンワックスというような長い鎖の炭化水素のワックス。ワックスの別
の部類は、モンタンワックス、トリメチロールプロパン＝トリベヘナート、グリセリン＝
トリベヘナートというようなポリアルカン酸（polyalkanoic acid）エステルワックス；
トリステアリル＝トリメリタート、及びジステアリル＝マレアートというようなポリアル
カノールエステルワックス；トリメリト酸＝トリステアリル＝アミドというようなポリア
ルカン酸アミドワックスを含むカルボニル基を含有するワックスである。有用な脂肪族の
アミド及び脂肪族の酸の例は、オレアミド、エルカミド、ステアラミド、ベヘナミド、エ
チレンビス（オレアミド）、エチレンビス（ステアラミド）、エチレンビス（ベヘナミド
）並びにステアリン酸、ラウリン酸、モンタン酸、ベヘン酸、オレイン酸、及びタル油の
酸を含む長い鎖の酸を含む。特に好適な脂肪族のアミド及び酸は、ステアラミド、エルカ
ミド、エチレンビスステアラミド、及びステアリン酸を含む。脂肪族のアミド又は脂肪族
の酸は、重量で０．５から３０パーセントまで、好ましくは重量で０．５から１０パーセ
ントまで、の量で存在するものである。脂肪族のアミド及び脂肪族の酸の混合物は、また
、使用されることができる。一つの有用なステアラミドは、Ｋｅｍａｍｉｄｅ　ＳＴＭと
してＷｉｔｃｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから商業的に入手可能なものである。有用なス
テアリン酸は、Ｈｙｓｔｅｒｅｎｅ　９７１８ＴＭとしてＷｉｔｃｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ
ｉｏｎから入手可能なものである。自然に生じるポリアルカン酸エステルワックスは、カ
ルナウバ（Carnauba）ワックスを含む。エステルワックスの特に有用な部類は、長い鎖の
脂肪酸及びアルコール類から作られる。この部類の例は、モンタン酸から誘導されたＣｌ
ａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐ．によって作られたＬｉｃｏｗａｘシリーズである。トナーの用
途に有用な別の例は、高度に精製された狭い融解する固体のエステルワックスであるＮＯ
Ｆによって作られたＷＥシリーズである。Ｍｉｃｒｏ　Ｐｏｗｄｅｒｓ　ＩＮＣから入手
可能な、Ｐｏｌｙｆｌｕｏ　１９０、Ｐｏｌｙｆｌｕｏ　２００、Ｐｏｌｙｆｌｕｏ　５
２３ＸＦ、Ａｑｕａ　Ｐｏｌｙｆｌｕｏ　４１１－－全てポリエチレン／ＰＴＦＥで官能
化されたワックス、Ａｑｕａ　Ｐｏｌｙｓｉｌｋ　１９、Ｐｏｌｙｓｉｌｋ　１４－－全
てポリエチレン／ＰＴＦＥ／アミドで官能化されたワックスというようなフッ素化された
ワックスは、また、有用なものである。いくつかの用途において、分散物を調製するため
に上のワックスの一つと比べてより多いものを一緒に使用することは、特に最終的な用途
におけるワックスの組み合わせが有用なものであるとすれば、有用なことであることがあ
る。
【００１６】
　本発明に使用されたワックスが、広い範囲の用途を有することができるとはいえ、ワッ
クスが、４０－１６０℃、好ましくは５０－１２０℃、より好ましくは６０－９０℃、の
融点を有することは、トナーの用途に一般に望まれたことである。過剰に高い融点、即ち
、１６０℃を超えるものが、定着が低い温度で行われるとき、トナーのコールドオフセッ
トを引き起こすことをしがちなものである一方で、４０℃より下のワックスの融点は、ト
ナーの耐熱性及び保存性に不利に影響を及ぼすことがある。加えて、示差走査熱量測定と
いうような方法によって得られたもののようなワックスの融解するピーク、及び、ピーク
の融解する温度に対する融解することの始まりが、１０℃と比べてより少ないものである
ことは、好適なことである。好ましくは、ワックスは、それの融点と比べて２０℃だけよ
り高い温度で、５－１０００センチポアズ（ｃｐｓ）、より好ましくは１０－１００セン
チポアズ、の溶融粘度を有する。粘度が、１０００センチポアズと比べてより大きいもの
であるとき、トナーの反ホットオフセットの性質及び低い定着の性質は、不利に影響が及
ぼされる。トナーにおけるワックスの量は、トナーの重量に基礎が置かれた、一般に重量
で１－４０％、好ましくは重量で３－１０％、である。
【００１７】
　当該の発明のワックス分散物は、数個の微粉砕の工程のいずれの一つによっても調製さ
れることができる。これらは、ＩＫＡミル、Ｋａｄｙミル、又はＧａｕｌｉｎと同様の高
い剪断力の分散機を含む。エマルジョンを均質化するために使用された設備は、特にワッ
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クスの粒子がもろいものである場合に、また使用されることがある。媒体のミリングの技
術は、固体粒子の微粉砕に特に有用なものである。媒体のミリングは、シリカ、ケイ素の
窒化物、砂、ジルコニウムの酸化物、アルミナ、チタン、ガラス、などで作られた媒体を
使用することで、アトライター、ボールミル、サンドミル、又は振動ミルによって成し遂
げられることができる。ビードのサイズは、典型的には、直径において０．２５から３．
０ｍｍまでの範囲にわたる。媒体の体積は、ワックス粒子を含有する溶液の体積の５から
２００％までであることができる。固体ワックス粒子とのミリング媒体の繰り返された衝
突が、破損及びその結果としての粒子サイズの低減に帰着するミルへ加えられた溶解させ
られた／分散させられた重合体及びワックス粒子と共に溶媒を含有するスラリー。ミリン
グ工程は、ワックスの望まれた粒子サイズが、得られるまで、継続させられる。
【００１８】
　ミルされるスラリーは、先に記載された一つの又はより多くの溶媒、上に記載された一
つの又はより多くのタイプのワックス、及び、水素化されたスチレン－ブタジエン共重合
体を含む少なくとも一つの分散剤を含有する。スラリーにおけるワックス粒子の量は、０
．１％から５０％までであることができる。ワックス分散物が、電子写真のトナーを作る
ためにさらに使用されるとすれば、与えられた量のワックスを加工する際に伴われた時間
は、トナーを作ることのコストに正比例するものである。生産性を最大にすると共にコス
トを最小にする為には、スラリーにおけるワックスの含有率が、可能な限り高いものであ
ることは、望まれたことである。しかしながら、それが、過剰に高いものであるとすれば
、ミリングの媒体から分離することが、難しいことであるという理由のために、ミリング
の効率を減少させる（ミリングのための時間を増加させる）と共に収率を低減することが
できるスラリーの粘度は、高いものになる。固体粒子分散物の流動学的なプロフィールは
、典型的には、剪断減粘性のもの、－即ち、分与された剪断速度が増加する際にそれの粘
度が減少するもの、である。部分的に安定化された又は不安定な分散物は、典型的には、
剪断減粘性のものの極端な場合を呈示することになるが、そこでは低い剪断速度（＜０．
５秒－１）における粘度が、高いものである。極端な場合には、不安定な、綿状凝集させ
られた分散物は、降伏応力を呈示することがあると共に低い剪断速度で流動するものでは
ないことがある。当該の発明において記載されたものというような、分散剤の適切な選抜
は、粒子を安定化させると共に低い剪断速度における粘度を低減することになる。
【００１９】
　ワックスのミリング工程を経済的に実現性のあるものにする為には、０．５秒－１で測
定された、ミルされた分散物の低い剪断力速度が、ワックスのレベルが１０％におけるも
のであるとき、５００センチポアズ（ｃｐ）と比べてより低いものであることは、望まれ
たことである。低い剪断速度における低い速度を達成する為には、部分的に又は全体とし
て水素化されたスチレン－ブタジエン重合体を含む分散剤は、存在するワックスの量に基
礎が置かれた２から５０％までの間のレベルで存在するものであるべきである。好適な量
は、５から２０％までである。レベルが、過剰に低いものであるとすれば、サイズが低減
されるときワックス粒子を安定化させるための十分な分散剤がないことになる。レベルが
過剰に高いものであるとすれば、そのときには、重合体は、分散物がトナーを調製するた
めに使用されるとき、トナーの顕著な部分を含むことになる。
【００２０】
　好適な実施形態においては、当該の発明の分散物が、トナーの調製に使用されることは
、望まれたことである。ワックスが、ワックスがトナーの表面へブルームするというよう
に定着する際に離型剤として良好に挙動する為には、ことは、当技術において周知のこと
である。しかしながら、定着させるステップに先立ち、ワックスが、トナーバインダーに
よってカプセル化されることは、また望まれたことである。これが起こる為には、ワック
スの粒子のサイズは、トナー粒子の最終的な望まれたサイズと比べて実質的により小さい
ものであるべきである。予め分散させられたワックスは、従来の溶融物が微粉状にされた
トナー（melt pulverized toner）（ＭＰＴの方法）の第一のステップである押し出しス
テップへ加えられることができる。このステップにおいて、トナーの構成成分の全ては、
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上昇させられた温度で押し出されたと共に混合させられる。融解させられたワックスの粘
度が、融解させられたトナーバインダーの粘度と比べてはるかにより低いものであるとい
う理由のために、押し出しステップは、ワックスの大きい粒子を分散させる又は破壊する
ことができない。従って、上に記載されたように粒子を微粉砕すると共に押し出しステッ
プへそれらを加えることは、好都合なことである。さらには、水性の分散工程において使
用された分散剤が、トナーが、摩擦帯電する視点から相対湿度に対して敏感なものになる
ことを引き起こすことができるという理由のために、水性の媒体の代わりに、有機の溶媒
においてワックスを分散させることは、より好都合なことである。
【００２１】
　当該の発明のワックス分散物は、上に述べられたＭＰＴの方法によってトナーを作るた
めに使用されることができる。変性させられた重合体の樹脂を含むバインダー、着色剤、
ワックス分散物、及び電荷制御剤というようなトナーの処方成分は、混合物を得るために
回転式のブレードミキサーというようなミキサーを使用することで各々他のものと機械的
に混合させられる。
【００２２】
　そして、混合物は、適切な混練機を使用することで混練される。単一の軸のタイプの（
又は単一のシリンダーのタイプの）混練機、二つの軸のタイプの（又は二つのシリンダー
のタイプの）連続的な押し出し機、又はロールミルは、混練機として適切に使用されるこ
とがある。混練りすることは、バインダー樹脂の分子の鎖の破損を引き起こすことがない
ために、バインダー樹脂の軟化点の近くの温度で行われるべきである。軟化点より上の過
剰に高い温度は、バインダー樹脂の分子の鎖の破損を引き起こすことになる。バインダー
樹脂における、着色剤、などの分散は、温度が、軟化点と比べて過度により低いものであ
るとき、必ずしも十分に進行するものではないことになる。
【００２３】
　そして、混練された混合物は、凝固されると共に、凝固させられた混合物は、好ましく
は二つの段階、粗く粉砕すること及び微細に粉砕することにおいて、粉砕される。微細に
粉砕する段階が、小さいギャップを備えた回転子及び固定子の組み合わせを使用すること
で行われることがある一方で、粗く粉砕する段階は、ジェット・ストリーム下で衝撃プレ
ートへ凝固させられた混合物を衝突させることによって実行されることがある。粉砕され
た混合物は、例えば、５－２０μｍの平均的なサイズを有するトナーを得るために接線方
向の力を利用することでジェットフローにおいて分類される。
【００２４】
　得られたトナーは、望まれたとすれば、流動性、保存性、現像効率、及び転写の効率を
改善するための流動化剤というような外添剤と混合させられる。外添剤と混合することは
、好ましくは混合する温度を制御することが可能な従来のミキサーを使用することで実行
されることがある。外添剤は、徐々に又は一度に加えられることがある。回転のスピード
、混合する時間、及び混合する温度は、いずれの適切な様式においても変動させられるこ
とがある。適切なミキサーの実例となるものは、Ｖ－タイプのミキサー、ロッキングミキ
サー、Ｌｅｄｉｇｅミキサー、ｎａｕｔｅｒミキサー、及びＨｅｎｓｃｈｅｌミキサーで
ある。
【００２５】
　トナーを作るためにワックス分散物を使用することの好適な方法は、化学的な手段を介
したものである。化学的な手段を介してトナーを作るための当技術において記載された数
個の方法がある一方で、当該の発明の分散物は、溶媒の相においてトナーの構成成分を溶
解させる／分散させる工程において主として有用なものである。このような方法は、米国
特許第４，８３３，０６０号明細書；米国特許第４，９６５，１３１号明細書；米国特許
第６，６８２，８６６号明細書；米国特許第６，８００，４１２号明細書；及び米国特許
第６，５４４，７０５号明細書；並びに米国特許出願公開第２００４／０１６１６８７Ａ
１号明細書に開示される。好適な実施形態において、トナーは、好適な溶媒の一つのもの
又はより多くのものにおいてバインダー、自由選択で一つの又はより多くの顔料、一つの
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又はより多くの電荷制御剤を溶解させる／分散させることによって調製される。当該の発
明のワックス分散物は、この混合物へ加えられると共に良好に混合させられる。分散物を
加えることの順序は、重要なことではない。
【００２６】
　安定化剤を含有する水性の相は、調製される。好適な安定化剤は、粒状の分散剤並びに
水の層及び系における攪拌によって形成された重合体の溶媒の小滴の間の界面へ粒状の分
散剤を駆動する促進剤である。例えば、金属の塩若しくは水酸化物若しくは酸化物又は粘
土というような無機の材料、デンプン、スルホン化された架橋させられた有機の単独重合
体及び例えば米国特許第２，９３２，６２９号明細書に記載されたような樹脂の重合体と
いうような有機の材料；米国特許第４，８３３，０６０号明細書に記載されたようなシリ
カ；並びに米国特許第４，９６５，１３１号明細書に記載されたようなコポリ（スチレン
－２－ヒドロキシエチル＝メタクリラート－メタクリル酸－エチレングリコール＝ジメタ
クリラート）というような共重合体というような、限定された融合技術によってエチレン
性で不飽和のモノマーの付加反応によって重合体の粒子を形成することの当技術において
知られた適切なコロイド状の安定化剤は、用いられることができる。シリカは、この発明
と一致した使用のための好適な懸濁物の安定化剤である。ＳｉＯ２の分散剤は、一般に、
それらが、０．００１μｍから１μｍまで、好ましくは５から１５０ナノメートルまで、
及び最も好ましくは５から７５ナノメートルまで、であるというように、寸法を有するべ
きである。これらの粒子のサイズ及び濃度は、最終的なトナー粒子のサイズを制御すると
共に予め決定する。コロイド状のシリカの分散剤の例は、数ある中で、Ｌｕｄｏｘ、Ｎａ
ｌｃｏａｇ、及びＳｎｏｗｔｅｘのブランド名の下で販売される。コロイド状のシリカは
、２と比べてより大きいｐｈで自然に負に帯電させられると共に、これらは、好適な安定
化剤である。しかしながら、アルミナで変性させられたシリカは、正に帯電させられると
共に、また安定化剤として適切なものである。
【００２７】
　潤滑剤の小滴及び水性の相の界面へ懸濁物の安定化試剤を駆動するための適切な促進剤
は、スルホン化されたポリスチレン、アルギナート、カルボキシメチル＝セルロース、テ
トラメチルアンモニウム＝ヒドロキシド又はクロリド、トリエチルフェニルアンモニウム
＝ヒドロキシド、トリエチルフェニルアンモニウム＝クロリド、ジエチルアミノエチル＝
メタクリラート、ゼラチン、にかわ、カゼイン、アルブミン、グルテン、メトキシセルロ
ース、及び同様のものを含む。特に適合した促進剤は、ポリ（アジピン酸－ｃｏ－メチル
アミノエタノール）というような、ジエタノールアミン及びアジピン酸の水溶性の可溶性
の縮合生産物、エチレンオキシド、尿素、及びホルムアルデヒドの水に可溶性の縮合生産
物、並びにポリエチレンイミンである。安定化剤としてのコロイド状のシリカの場合に、
２から７まで、好ましくは３から６まで、及び最も好ましくは４、の値における系のｐＨ
を制御することは、一般に望まれたことである。促進剤は、シリカの量に基礎が置かれた
１から５０パーセントまでの量で存在するものであるべきである。
【００２８】
　そして、水性の媒体におけるバインダー及び分散剤を含有する溶媒の滴の分散物は、究
極的に望まれたものと比べてより少ないものまで潤滑剤の小滴の粒子のサイズを低減する
為には、高いスピードの攪拌を含むいずれの適切なデバイス、超音波のデバイス、ホモジ
ナイザー、及び同様のものによっても活発に混合させられる。そして、粒状の懸濁物の安
定化剤の存在は、平衡が到達させられるまで起こる融合のレベルを制御すると共に、粒子
のサイズは、それ以上に成長するものではない。
【００２９】
　次に、溶媒は、例えば、溶媒を蒸発させるために全体の系を加熱することというような
、いずれの適切な技術によっても小滴から取り除かれると共に、このようにＳｉＯ２の粒
子によって囲まれた水性の溶液に残留する不連続な相の小滴からそれを取り除く。また、
溶媒は、空気又は窒素と同様の不活性な基体でかき混ぜられた分散物をパージすることに
よって取り除かれることができる。米国特許第５，５８０，６９２号明細書は、過多の水
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が、溶媒を抽出する分散物へ加えられる方法を開示する。粒子は、濾過によって水／溶媒
の混合物から分離される。
【００３０】
　次に、望まれるべきであることは、ＳｉＯ２の分散剤が、ＨＦ若しくは他のフッ化物イ
オンにおいて溶解させることというようないずれの適切な技術によっても、又は、かき混
ぜる一方でそれによって少なくとも１２までｐＨを上昇させるために重合体の粒子を含有
する水性の相へカリウムの水酸化物というようなアルカリ性剤を加えることによって、重
合体の粒子の表面から取り除かれることがあるである。この方法は、好適なものである。
ｐＨを上昇させた及びシリカを溶解させた後に、重合体の粒子は、濾過によって回収され
ると共に最終的にそれの表面からいずれの望まれた不純物をも取り除くために水又は他の
試剤で洗浄されることができる。このように生産されたトナー粒子は、乾燥させられると
共に電子写真のエンジンに使用可能なトナーを生産するために表面処理されることができ
る。
【００３１】
　用語、電荷制御剤は、結果として生じるトナーの摩擦電気の帯電する性質を変更するた
めに使用されたトナーの添加物を指す。正の及び負の帯電するトナー用の非常に幅広い多
様性の電荷制御剤は、入手可能なものである。適切な電荷制御剤は、例えば米国特許第３
，８９３，９３５号明細書；米国特許第４，０７９，０１４号明細書；米国特許第４，３
２３，６３４号明細書；及び米国特許第４，３９４，４３０号明細書；並びに英国特許第
１，５０１，０６５号明細書及び英国特許第１，４２０，８３９号明細書に、開示される
。有用なものである追加の電荷制御剤は、米国特許第４，６２４，９０７号明細書；米国
特許第４，８１４，２５０号明細書；米国特許第４，８４０，８６４号明細書；米国特許
第４，８３４，９２０号明細書；米国特許第４，６８３，１８８号明細書；及び米国特許
第４，７８０，５５３号明細書に記載される。電荷制御剤の混合物は、また使用されるこ
とができる。電荷制御剤の特定の例は、クロムのサリチル酸塩の有機錯体の塩、及びアゾ
－鉄錯体の塩、特に鉄酸塩（１－）のビス［４－［（５－クロロ－２－ヒドロキシフェニ
ル）アゾ］－３－ヒドロキシ－Ｎ－フェニル－２－ナフタレンカルボキサミダート（２－
）］のアンモニウム、ナトリウム、及び水素（Ｈｏｄｏｇａｙａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃ
ｏｍｐａｎｙ　Ｌｔｄ．から入手可能な有機鉄）を含む。
【００３２】
　（例）
　例１：
　ワックス分散物の性質
　重合体の分散剤は、第一に、選抜の溶媒において溶解させられる。この事例における溶
媒は、エチル＝アセタートである。三つの分散剤：
　ａ）部分的に水素化されたスチレン・ブタジエン重合体である（ＡＫＡ　ｅｌａｓｔｏ
ｍｅｒによって作られた）Ｔｕｆｔｅｃ　Ｐ２０００。スチレンの量は、６１％である。
ブタジエンの６０％は、水素化される；
　ｂ）スチレンのモル％が８０％であるスチレン・ブチル＝アクリラート重合体である（
Ｈｅｒｃｕｌｅｓによって作られた）Ｐｉｃｃｏｔｏｎｅｒ　１２２１；及び
　ｃ）Ｂｒｉｊ９３（ポリオキシエチレン（２）オレイルエーテル，ＩＣＩによって作ら
れたもの）
は、使用された。
【００３３】
　各々の分散剤の０．５グラムは、４５グラムの溶媒に別個に溶解させられた。溶液は、
４オンスのガラスのジャーへ移されたが、それへは３５ｍｌの２ｍｍのジルコニアビード
が、加えられた。各々のジャーへ、５ｍｇのＰｏｌｙｗａｘ　５００（Ｂａｋｅｒ　Ｈｕ
ｇｅｓからの、分子量５００のポリエチレンワックス）Ｔ－６０（６０μｍの粉末）級の
ものは、加えられた。分散物におけるワックスのレベルは、１０％であった。各々のジャ
ーは、３０回転毎分で４日の間に転がされた。期間の終了において、ジャーの内容物は、
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ビードを徹底的に分離するためのメッシュのふるいを備えたロートへと注がれた。Ｔｕｆ
ｔｅｃ　２０００で作られた分散物が、相対的に簡単に流動したと共に媒体から分離され
たのに対して、Ｐｉｃｃｏｔｏｎｅｒ　１２２１及びＢｒｉｊ９３で作られた分散物は、
ペースト状のものであったと共に良好に流動しないものであった。
【００３４】
　例は、異なるワックスで繰り返された。Ｐｏｌｙｗａｘ　５００の代わりに使用された
、（Ｃｌａｒｉａｎｔによって作られた）モンタン酸エステルワックスであるＬｉｃｏｗ
ａｘ　Ｆは、ミリメートルの大きさに作られた薄片として手に入る。もう一度、分散剤と
してのＰｉｃｃｏｔｏｎｅｒ　１２２１及びＢｒｉｊ９３で作られた分散物は、粘性のも
のであったと共に、Ｔｕｆｔｅｃ　Ｐ２０００で作られた分散物は、流体であった。
【００３５】
　例２：
　類似の実験は、後に続く分散剤：
　ａ）Ｔｕｆｔｅｃ　Ｐ２０００；
　ｂ）Ｔｕｆｔｅｃ　Ｈ１０４３（ＡＫＡ　Ｅｌａｓｔｏｍｅｒによって作られた、スチ
レンのレベルが、６１モル％にあるものである、及び、全てのブタジエンが、水素化され
てしまったものである、スチレン－ブタジエン重合体）；及び
　ｃ）Ｓａｒｔｏｍｅｒ　ＥＦ４０（Ｓａｒｔｏｍｅｒによって作られた、８０モル％の
スチレンを備えたスチレン－マレイン酸無水物の重合体）
で実行された。
【００３６】
　各々の分散剤は、後に続くワックスタイプ：
　ｉ）Ｐｏｌｙｗａｘ　５００　Ｔ６０　ｇｒａｄｅ
　ｉｉ）Ｌｉｃｏｗａｘ－Ｆの薄片
　ｉｉｉ）ＷＥ３（ＮＯＦ　Ｃｏｒｐによって作られた、アルコール類との長い鎖の脂肪
酸のエステル）
で試験された。これらは、また、Ｌｉｃｏｗａｘに類似の薄片であった。
【００３７】
　Ｌｉｃｏｗａｘ及びＷＥ－３のワックスに使用されたミリング媒体は、５ｍｍのステン
レス・スチールのボールであった。より小さい大きさに作られたＰＷ５００に使用された
ミリング媒体は、２ｍｍのジルコニアのビードであった。ミリング媒体の体積は、全ての
実験について３５ｍｌに固定された。３０回転毎分におけるローリングの２４時間の後に
、ジャーの内容物は、排出された。分散物の流動性は、観察されたと共に、ワックスの粒
子の外観は、顕微鏡の下で観察された。
【００３８】
【表１】

　当該の発明の分散剤と共に調製された分散物は、低い粘度を有すると共に、粒子の綿状
凝集に関して良好に挙動した。比較によるスチレン性の重合体は、高い質の分散物を与え
るものではない。
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【００３９】
　例３：
　当該の発明の分散剤は、重合体のブタジエンのセグメントに対するいくらかの程度の水
素化を有した。この例において、我々は、それを非水素化されたスチレン・ブタジエン重
合体と比較する。試験された重合体の性質は、下に与えられる：
【００４０】
【表２】

　例１に記載された実験的な手順は、上に列挙された分散剤の各々について後に続けられ
た。分散物が、ミリング媒体から分離された後で、分散物におけるワックスの百分率は、
適当な量の溶媒を加えることによって、１０％へ調節された。分散物の粘度は、二重のギ
ャップの幾何学的配置を使用することで、Ｈａａｋｅのレオメーターにおいて測定された
。各々の場合には、分散物は、３０００秒－１で剪断変形させられたが、それの点でいず
れの凝集物も、破壊されたと共に、粘度は、時間と共に定常的なものであった。剪断速度
は、０．５秒－１まで一定の割合で減らされた。そして、剪断速度は、０．５秒－１で５
分の間に保持されたと共に、時間と共に粘度における変化は、記録された。分散物の粘度
は、剪断速度の増減から得られた、高い剪断速度（３０００秒－１）及び低い剪断速度（
０．５秒－１）で報告される。さらには、低い剪断力の５分の期間にわたる粘度における
変化は、また報告される。最初の二つの測定は、製造する工程において経験されることが
できる剪断力の極値の下で分散物の流動性を明らかにする。一定の剪断速度での粘度にお
ける変化は、本来のコロイドの不安定性のおかげで、ワックスの粒子の凝集の率を明らか
にする。下の表は、異なる条件の下で測定された粘度を示す。
【００４１】
【表３】

　重合体の分散剤の全ては、当該の発明のもの（Ｔｕｆｔｅｃ　Ｐ２０００）を除いて、
低い及び高い剪断速度で、及び、特に低い剪断速度で、より高い粘度を示す。さらには、
それらは、また、低い剪断速度での顕著な粘度の上昇を呈示するが、それらが綿状凝集を
より被りがちなものであることを示唆するものである。
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【００４２】
　例４：
　分散剤のレベルの効果
　二つの分散剤（Ｔｕｆｔｅｃ　Ｐ２０００及びＴｕｆｔｅｃ　Ｈ１０４３）は、これの
例において使用された。合計の百分率の固体（分散剤＋ワックス）は、２０％でこれらの
実験において一定なものに保たれた。分散剤のレベルの変動は、各々の分散剤について、
ワックスの量に基礎が置かれた５、１０、及び１５％であった。１０グラムの固体（Ｐｏ
ｌｙｗａｘ　５００＋分散剤）は、４オンスのガラスのジャーにおいて４０グラムのエチ
ル＝アセタートへ加えられた。３５ｍｌの２ｍｍのジルコニアのビードは、ジャーへ加え
られたと共に、ジャーは、２４時間の間に振動させられたＳｗｅｃｏミルへ置かれた。ミ
リング期間の後に、分散物は、媒体から分離された。レオロジーは、例３におけるものと
同じ剪断速度の掃引を使用することで、Ｈａａｋｅのレオメーターにおいて測定された。
下の表は、低い剪断速度、高い剪断速度で測定された粘度及び低い剪断速度で５分にわた
る粘度変化を示す。
【００４３】
【表４】

　現行の発明の分散剤の両方と共に、ワックスの量に相対的な分散剤の量を増加させると
は、より多くの流体及びまた安定な分散物を提供する。
【００４４】
　例５：
　例２において当該の発明の三つのワックス及び分散剤で作られた分散物（即ち、Ｐｏｌ
ｙｗａｘ　５００／Ｔｕｆｔｅｃ　Ｐ２０００，Ｐｏｌｙｗａｘ　５００／Ｔｕｆｔｅｃ
　Ｈ１０４３，Ｌｉｃｏｗａｘ　Ｆ／Ｔｕｆｔｅｃ　Ｐ２０００，Ｌｉｃｏｗａｘ　Ｆ／
Ｔｕｆｔｅｃ　Ｈ１０４３，ＷＥ３／Ｔｕｆｔｅｃ　Ｐ２０００、及びＷＥ３／Ｔｕｆｔ
ｅｃ　Ｈ１０４３）は、トナー粒子を調製するために使用された。
【００４５】
　溶媒の相の調製：
　各々のトナーについては、溶媒の相は、（ポリエステルバインダーにおける４０／６０
）銅フタロシアニンのシアンのフラッシュの２．９グラム、ポリエステルバインダー－Ｋ
ａｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎによって作られたｔｕｆｔｏｎｅ　ＮＥ３０３－の１９．
３ミリグラム、合計で１０２ミリグラムのワックス分散物及び溶媒、エチル＝アセタート
を混合することを含むものであった。加えられたワックス分散物の現実の量は、正確に２
．５グラムのワックスを有するために計算されたが、それは、溶媒の相における合計の固
体の百部当たりワックスの１０部に対応する。
【００４６】
　水性の相の調製
　水性の相は、最初に２３７．５グラムの水に１．５グラムのフタル酸水素カリウム緩衝
剤を溶解させることによって調製された。１０グラムのＮａｌｃｏ　１０６０（５０ｎｍ
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の粒子のサイズを備えた、コロイド状のシリカの５０％溶液）及び促進剤としての０．１
５グラムのポリ（アジピン酸－ｃｏ－メチルアミノエタノール）。
【００４７】
　分散物の調製
　溶媒の相は、２０００回転毎分におけるＬａｂ　Ｓｉｌｖｅｒｓｏｎミキサーを使用す
ることで激しい混合を伴って水性の相へ加えられた。おおよそ１分の混合の後に、全体の
分散物は、ホモジナイザーとしての、Ｍｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｃｓ　Ｍｉｃｒｏｆｌｕｉ
ｄｉｚｅｒ　Ｈ－１１０を通過させられた。均質化した後に、分散物は、エチル＝アセタ
ートの溶媒を取り除くために２５ｍｍＨｇの真空及び５０℃の下で蒸発させられた。トナ
ー粒子を含有する、結果として生じる分散物は、後に続くもののように単離された：
　分散物は、微細にフリット化されたガラスの漏斗を通じて最初に濾過された。粒子の湿
ったケークは、４００ｍｌの０．１ＮのＫＯＨと一緒にビーカーへ移されたと共に、二時
間の間にかき混ぜられたが、それの後に、それは、もう一度濾過されたと共にケークは、
一時間の間に上記の量のアルカリ溶液で処理された。最終的な混合物は、濾過されたと共
に、そして、濾液の導電率が１０μＳ／ｃｍより下であるところまでＤＩ（脱イオン）水
で洗浄された。ケークは、十分な真空及び４０℃の下で一晩中真空オーブンにおいて乾燥
させられた。粒子は、凝集塊を脱凝集させるためにふるいにかけられたが、トナー粒子に
帰着するものである。粒子のサイズの分布は、Ｃｏｕｌｔｅｒ　Ｍｕｌｔｉｓｉｚｅｒ　
ＩＩを使用することで測定された。中央値の体積のサイズは、二つのパラメーターと一緒
に報告される－鮮鋭度指数は、数で重みをつけられた累積的な分布曲線からの５０％対１
６％における直径の比として定義される、粗さ指数は、体積で重みをつけられた累積的な
分布曲線からの８４％対５０％における直径の比として定義される。
【００４８】
【数１】

　粗さ指数が、分布における大きめの粒子の尺度である一方で、鮮鋭度指数は、分布にお
ける小さめの粒子の尺度である。下の表は、当該の発明の分散剤を含有する分散物で調製
された、１０ｐｐｈのワックスを含有するトナー粒子についての粒子のサイズのデータを
示す。
【００４９】

【表５】

　当該の発明の分散剤は、大部分のワックスのタイプで適用可能なものであると共に、我
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々は、それらと共にトナー粒子を作ることができるものである。
【００５０】
　当該発明は、それのある一定の好適な実施形態に対する特定の参照と共に詳細に記載さ
れてきたものであるが、しかし、変形及び変更が、当該発明の主旨及び範囲の内で果たさ
れることができることは、理解されたことであると思われる。
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